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『

伊
勢
物
語
』

成
立
私
考
　
第
三

稿

ー
み
や

び

と

は

異

質
な
『

平
仲
物
語
』

の

世
界

1

　

　

　
　
　
ネ

井
上

英
明

官
の

さ

ら

に

下

位
に

降
る

薄
官
で

あ
っ

た
。

こ

う
し

た

事
実
は

勅
を

発

し

た

醍
醐
天

皇
の

政
治
的
バ

ラ

ン

ス

感
覚
と

い

う
よ

り、

遠
く

『

記
』

・
『

紀
』

・
『

歌
謡
』

．
『

万

葉

集
』

以

来、

歌
を

詠
む
行
為
に

お

い

て

は

貴
賤
の

等
差
無
く、

男
女

の

区
別
無
く、

賢
愚
の

高
下

無
き

和
歌
文
学
の

精
髄
が
、

後
に

「

歌
徳
」

と

し
て

の

「

み

や

び
」

と

か

「

あ

は

れ
」

と
い

う

至

善
の

心

情
的
価
値
を

形
成
し

た

も
の

で

あ

る
。

歌
人

と

し

て

の

貫
之
の

境
遇
と

そ

の

周

辺

に

つ

い

て

は、

つ

と

に

松
田

武

夫
氏
に

論
及

が

あ
る
。

（

「

歌
人
と

し

て

の

貫
之
−

貫
之
の

回

顧
−

」）
（
『

日

本

歌
人
講
座
』

21

「

中

古

の

歌
人
」

1）

「

前
稿
」

三

頁
当
該
箇
所
参
看

。
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は

じ

め

に

　
本
稿
に

か

か

げ

た

表
題
は

「

『

伊
勢
物
語
』

成
立

私
考

ー
「

み

や

び
」

と

は

異

質
な

『

平
仲
物
語
』

の

世
界

lL
と

言
う
が、

内
容
的
に

は

前
稿
「

『

伊
勢
物
語
』

成
立

私
考
　

第
二

稿

i
紀

貫

之
と

の

距
離

ー
」

（
「

明
星

大

学

研

究
紀

要
」

〔
日

本
文

化
学

科
・

言
語
文

化

学

科〕

第
七

号
）

に

直
接
つ

づ

く

も

の

で
、

今

回

数
え

て

第
三

稿

と

な

る
。

前
稿
の

未
熟
な

論
旨
に

対
し

て

は、

主

に

私
信
を

通

し

て

コ

メ

ン

ト

を

寄

せ

て

く

だ

さ

っ

た

方
々

が

い

る
。

そ

の

厚
意
に

応
え

る

意
味
で、

わ

た

し

と

し

て

は

お

よ

そ

専
門
家
に

お

い

て

は

な

く

も

が

な

と

思

わ

れ

た

前
稿
の

補
足
を

い

く
つ

か

左

に

注
し

て

本
論
に

入

り

た
い

。

　
口
藤
原
兼
輔
と

紀
貫
之
と

の

関
係
で
、

特
に

そ

の

史
的
事
実
の

究
明
に

は、

目

崎

徳
衛
氏
『

紀
貫
之
』

（
吉
川

弘
文

館
人

物

叢
書
）

が

細
部
に

お

い

て

は

異
論
が

無
く

も

な

い

が、

周
到
だ

と

思

わ

れ

る
。

『

貫

之

集
』

（
他

撰
本、

萩
谷
朴

氏
校

訂、

朝
日

古
典

全

書
版

『

貫

之
全

歌
集
』

）

に

お

け

る

藤
原
兼
輔
と

紀
貫
之

と

の

交
情
は
つ

ぎ
の

よ

う

で

あ

る
。

京
極
の

宰
相
の

中
将
の

み

も

と

に

老
い

ぬ

る

よ

し

を

歎
き

て

降
り

そ

め

て

友
待
つ

雪

は

ぬ

ば

玉

の

わ

が

黒

髪
の

か

は

る

な

り

け
り

　

　
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼

輔
朝
臣

黒
髪
の

色
ふ

り

か

は

る

白
雪

の

待
ち

出
つ

る

友
は

う
と

く

そ

あ

り

け

る

　

　
ま
た、

返

し

黒

髪
の

雪
と

の

な

か

の

憂
き

見
れ

ば

友
鏡
を

も
つ

ら

し

と

そ

思
ふ

H
『

古
今
和
歌
集
』

撰
者

纛
原
氏
以

外

の

微
官
た

る

・

と

は

周
知
の

・

と

だ

が
、

　
猶、

右
の

贈
答
歌
に

対
応
す

る

も

の

と

し

て

『

中

埜一一
、

兼
輔
集
』

（

售
本

鑿．

友
則
（

正

六

位
）

・

貫

子
躬
恒
（

正

八

位
） 、

壬

憲
岑
に

至
・

て

は

衛
門
府
四

等

本
）

に、

兼
輔
の

立

場
か

ら
ほ

ぼ

同
内
容
の

歌

葉
あ

り、

右
の

貍
．

歌
と

考
え
A
．

『

伊
勢
物

語
』

成
立

私
考

井
上

英
明

＊

言
語
文
化
学

科
　
教
授
　
日

本
古
典

文

学
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明
星
大

学

妨
究

紀
要
【

日

本
文
化
学

部
・
毒

語

文
化
学
科
｝

第
八

号

　
二

QOO

年

わ

せ

れ

ば

両
人

の

心

情
は

手
に

と

る

よ

う
に

判
然
と

す

る
。

q

前
稿
L

四

…

五

頁

当
該

箇
所
参
看）

　

日

『

土

佐
日

記
隔

の

文
体
に

つ

い

て

は

国

語

学
者
を

中
心

に
、

す

で

に

多
く
の

論

考
が

あ

る
。

学
説
の

プ

ラ

イ

オ

リ

テ

ィ

を

重
ん

じ

て

順
次
列
挙
す

る

と、

ま

ず、

筑

島
裕
氏
【．
L
佐
目

記
と

漢
文

訓
読
L

（
中

出

氏

校

注

『

光

佐
日

記
』

付

録、

昭

和
二

十

二

．
十
二
）
、

遠
藤
喜
基
氏

「

貫
之

の

文

体
と

表
現
意
識
　
　
土

佐
日

記
の

文

章
を

通

し

て

　
…

」

（
京

都
大

学
文

学

部
π

卜
周

年
記

念

論
集

昭
和一．一
十

TL

⊥
）、

今
井
卓
爾

氏

『

平
安
時
代
口

記
文

学
の

研
究
』

第
三

章
5
日

記

文
学
の

漢
文
学

　
　
〔
昭

和

三

十
二

．

十）、

川

口

久

雄
氏
『

平

安
朝
漢
文

学
史
の

研
究
』

上
・

第
十
三

章
「

古
今

集
．

土

佐
日

記
の

成
立

と

そ

の

漢
文

学
的
背
景
」

（

昭

和
『

十
四

・

九
）

等
が

先

駆

的

で、

し

か

も

最
も

詳
細
な

論
考
で

あ

る
。

右
の

諸
先
学

に

よ

っ

て

書
か

れ

た

論
文

の

特
色
は、

い

ず
れ

も

『

L
佐
日

記
』

の

漢
文
的
な

発

想
・

表
現
を

実
誕

的
に

検
討
し

た

価
値
あ

る

も

の

で

あ

る
。

中
で

も

川
口

氏

は

『

L
佐
日

記
』

中
、

「

後
の

源
氏
物

語
な

ど、

女

性
の

手
に

な

っ

た

文
学
作
晶

に

原

則
と

し

て

あ

ら

わ

れ

て

こ

な
い

特
殊

用
薪
叩

」

を

動
詞、

形
容
詞、

副
詞、

助
動
詞、

接
続
詞
に

分

類
し

て

ー
こ

の

方
法

は

期
せ

ず
し

て

遠
藤
氏

『

前
掲
論
文
』

を

補
充
し

た

か

た

ち
と

な

っ

て

い

る

が
、

ー、−
『

土

佐
日

記
』

の

【

部、

例
え

ば

「

十

二

月

廿

二

口
」

・
「

廿

六

日
」

・
「

廿

七

日
」

な
p．
G

の

各
条
を

真
名
文

に

訳

し

か

え

る

試
み

を

行
い
、

『

土

佐

日

記
』

の

文
体

に

漢
文
脈
の

響
音
を

克
明
に

論
じ

て

い

る

が
、

だ

か

ら

と

言
っ

て

『

土

佐
口

記
』

が

初
め
か

ら

漢
文
だ
っ

た

と

極
論
す

る

の

は

失
当

で

あ

る
。

こ

の

『

日

記
』

は

あ

く

ま

で

国
文

の

体
で

あ

る
。

土

佐
か

ら

京
都
へ

の

紀
行
文
の

中
に

展
開
す

る

各
場
面

で

の

語

戯
。

諧
謔
の

修
辞
的
技
巧

の

妙
は、
「

竹
取
物
語
』

以
来
の

か

な

文
の

発
想
で

な

け

れ

ば

達
成
で

き
な
い

か

ら

で

あ

る
。

　
『

伊
勢
物
語
』

に

お

け

る

漢
文

訓
読
語
の

例
は

き

わ

め

て

寡
な

く、
物

あ

る

人
の

州

2

は

く
L

（

第
九
段
） 、
コ

も

は

ら

あ

ひ

ご

と

も

え

せ

で
L

（

第
六

十
九
段）
、
「

本
意
の

ご

と

く

あ

ひ

た

り

け

り
」
（
第
二

十
二

段
） 、
「

近
く

は −

関
渇
仕
う
ま

つ

ら

ず
」

（

第
七

十
八

段）
、
ハ、
い

は

む

や

歌
は

よ

ま

ざ

り

け
れ

ば
」

（

第
百

七

段）

な

ど

が

そ

れ

で

あ

る
。

そ

の

他、

漢
文

特
有
の

対

旬
約
表
現
な

ど

若

干
あ

る

が、

詳
し

く

は

二

れ

ま

た

こ

の

方
面

で

の

先
駆
的
な

業
績
で、

今
日

に

僑
値

を

失
わ

な
い

伴
久

美

氏

「

伊
勢
物

語
の

語

法
」

Q ．
解
釈

と

鑑
賞
」

昭

和
三

レ
一
・

ト
一
） 、

宮
坂

和
江
氏
「

竹
取
・

伊

勢
の

文
章
美
」

（一、
日

本
古
典
鑑

賞
講
座
』

第
五

巻
）

な

ど

が

こ

こ

で

想
起
さ

れ

る
。

　
絃…
論
的
に

言

え

ば、
『

土

佐
日

記
』

は

滿晒
文
脈

の

簡
潔叩
な

記
録
休
u

の

文」
草

で、
　一

体
に

概
念
的、

理

知
的

で

あ

り、

冖

方
の

『

伊
勢
物
語
』

は

同

じ

く
コ

ロ

コ

ロ

、

バ

ラ
バ

ラ、

珠
を

連
ね、

簡
切

の

粋
を

き

わ

め

た

も

の

で

あ

る

け
れ

ど

も、

全

篇
の

情

緒
は

す
べ

て

「

和
歌
」

に

収
斂
さ

れ

て

い

く

「

語

り
」

の

形
式
を

と

る

が、

や

は

り

視
読
的
要
素
が

つ

よ

い
。

短
文
の

結
び

を

「

け

り
」

で

統
【

し、

喚
情
的

で
コ

ノ

テ

ィ

シ

ョ

ン

に

富
む

文
体
で

あ

る

こ

と

か

ら、

両

者
は

す
こ

ぶ

る

異

質
の

も
の

で、

到

底
同
一

作
者
の

も

の

と

は

思

わ

れ

な
い

。

さ

ま

ざ

ま
に

文

体
を

使
い

分
け
る

近

代
作

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ク
　

う

　
ン

家
の

方
法
を、

こ

う
し

た

貴
族
社
会
の

サ

ロ

ン

的
読
者
に

囲
ま
れ

た
｝

種
の

底

族

的

共
同

体
の

中
の

「
作
者
」

に
、

そ

の

ま

ま

適
用

す
る

こ

と

は

至

難
の

業
で

あ

る
、

　　

前
稿
｝

の

未
尾

で、

仮
説
の

「

原

伊
勢
物
語
」

の

方
法、

文

体、

内
容
は

『

平

仲
物
語
』

や

『

狸
勢
集
』

な

ど

と

は

次
元

を

異
に

す
る

と

言
っ

た

が、

以

上

を

「

前

稿
 

の

補
説
と

し

て、

こ

れ

か

ら

本
論
と

な

る

は

ず

の

『

平

仲

物

語
』

の

検
討

に

入

ろ

う
。

｛
：一斗

　
先
ず、

先

学
に

よ
っ

て

明
ら
か

に

さ

れ

て

い

る

既
知
の

事
例
を

整

理

す

る

と、

ぎ

の

よ

う

に

な

る
。

つ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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『

平
仲
物
語
』

は

異
称
と

し

て

『

平
仲
日

記
』

（
『

本

朝
書

籍
目

録
』

仮
名

部
）

．
『

貞

文
日

記
』

（

『

河
海

抄
』

「

夕
顔
」

・
「

槇
柱
」

）

と

あ

り
、

題
号
に

統
一

を

見

な

い

こ

と、

平

安
朝
初
期
・

中
期
の

物
語
・

日

記
と

類
を

同
じ

く

す
る

。

『

河

海
抄
』

所
引
二

箇

所
の

文
は

現

存
『

平
仲
物
語
』

（
静

喜
堂
文

庫

蔵
本
）

の

第
二

十
五

段、

第
二

十
六

段

（

『

朝

R
古

典
全

書
』

本
の

段

序
に

よ

る）

の

そ

れ

に

各
々

一

致
す
る

の

で

（

「

か

く

の

み

剣
」

1
一、
か

く

の

み

劇
」

「

訓
の
」

1
「

司
の
」

の

小

異
は

あ

る）

−
大

体
に

お

い

て

同

一

本
文
を

伝
え

る

も

の

と

み

て

よ

い

だ

ろ

う
。

ま

ず
こ

の

こ

と

が

異
本
の

数
量
お

び

た

だ

し
い

『

伊
勢
物
語
』

と

は、

作
品

と

し

て

の

来
歴

を

決
定
的
に

異
に

す
る

点
で

あ

る
。

　一

般
に

表
題

は
一

部
の

惣
標
と

言

わ

れ

る

よ

う
に、

書
物
の

表
題

は
、

も

と

よ

り

そ

の

書
物
が

示
さ

ん

と

す

る

内
容
を

表
わ

す
も

の

だ

ろ

う。

そ

う

だ

と

す

れ

ば

平
安
朝
前
期
の

和
歌
を

中
心

と

す

る

叙
情
的
散
文
に

は、

お

よ

そ

近
代
的
な
ジ

ャ

ン

ル

の

概
念

を

そ

の

ま

ま

適
用

す
る
こ

と
に

も

問
題
が

残
る

よ

う

に

思

わ

れ

る
。

　
一

方、

か

さ

ね

て

『

河
海
抄
』

は

例
の

「

平
仲
墨
ぬ

り

譚
」

を

引

く

が

（

『

源
氏
物

語
』

「
若
紫
」

・
「

末
摘

花
」）、

こ

の

気
の

毒
な

滑
稽
譚
は

『

宇
治

大
納
言
物
語
』

か

ら

の

引
抄
で、
「

大

和
物
語

に

も

こ

の

こ

と

あ

り
」

と

注
記
す
る

の

み

で
、

前
掲
二

箇

所
を

有
す

る

「

貞
文
日

記
」

に

触
れ

る

と

こ

ろ

が

な
い

。

日

加
田

さ

く

を

氏
は

i

『

河
海
抄
』

著
者
所
見

の

「

貞
文
日

記
」

な

る

も

の

は、

現
存
静
喜
堂
文

庫
所
蔵
の

『

平
仲
物
語
』

が

そ

う
で

あ

る

よ

う

に
、

「

平
仲
墨
ぬ

り

譚
」

を

持
た

な

か

っ

た

も

の

と

想
像
し

て

差

し
つ

か

え

な

い

の

で

は

あ

る

ま

い

か

（

『

平
仲

物
語

論
』

参

看）

と

さ

れ、
「

貞
文
日

記
」

と

現
存
本
『

平
仲
物

語
』

が

同
一

物
な

る

証
と

考
え

ら

れ

て

い

る
。

現
存
本
『

平
仲
物
語
』

の

成
立

は

巻
末
の

後
人
の

補
記
と

推
さ

れ

る

箇
所
の

記

述

を

も

っ

て、

遅

く

と

も

天

徳
三

年
（
九
五

九
）

乃
至

康
保
二

年
（

九
六

五）

と

さ

れ

て

い

る

が、

こ

の

巻
末
（

『

朝
日

古

典
全

書
』

本
で

第
三

十

九

段
）

を

除
け

ば、

成
立

期

を
さ

ら

に

昔
代
に

措
く

こ

と

が

可

能
と

な

る
。

　

そ

こ

で

『

平
仲
物
語
』

と

『

伊
勢
物
語
』

と

を

現

行
本
で

比
較
す
る

と
、

前
者
は

『

伊
勢
物
語
』

成
立

私
考

井
ヒ

英
明

結
尾
の

第
三

十
九

段
を

除
け

ば、

全

篇
は

「

男
」

な

る

主

人

公
に

よ

っ

て

統
一

さ

れ、

三

十
八

個
の

話
柄
は、

お

お

よ

そ

寛
平
（

八

八

九

i
八

九
七
）

か

ら

昌
泰
（

八

九
八

1

九
〇

〇
）

を

経
て

延
喜
（
九

〇
一

−
九

二

二
）

に

か

け
て

の

主

人

公
の

実
体
験
を

素
材

と

し

て

お

り
、

か

つ

そ

れ

は

平
貞
文
自
身
の

所
業
を

指
す
よ

う
に

描
か

れ

て

い

る。

後
者
は

「

昔
男
」

に

か

か

わ

り
の

な
い

話
柄
も

か

な

り

あ

り、

前
者
の

実
録

性
と

は

際
立

っ

た

対
照
を

な

す
こ

と

が
一

読
た

だ

ち

に

看
取
さ

れ

る
。

　
『

平

仲
物
語
』

が

内
容
と

形
式
に

お

い

て

『

伊
勢
物
語
』

に

く

ら
べ
、

純
粋
度
が

高
い

と

い

う
こ

と

は、

そ

れ

を

文
献
・

書
誌
学
的

に

い

え

ば、

そ

の

原
本、

た

と

え

ば

「

平
貞
文

集
」

と

で

も

称
す
べ

き

も

の

か

ら、

こ

の

『

平
仲
物
語
』

成
立

ま

で

の

経
路
が

蔵
拠
猷
で、

複
数
の

読
者
に

よ

る

書
写

校
合
の

際
の

加
筆
削
除
と

い

っ

た

迂

余
曲
折
が

少
な

く
、

あ

る

程
度
一

回

的
に

成
立

し

た

こ

と

を

暗
示
す
る

。

『

平
仲
物

語
』

が

『

伊
勢
物
語
』

と

初
め
か

ら

撰
を

異
に

す

る

所
以
で

あ

る
、

口

　

平
貞
（

定
）

文
が

卒
し

た

の

は

延
長
元
年
（
九

二
＝、
）

九
月
二

十
七

日

（

『

古

今
和

歌

集
目

録
』

）

で

あ

る。

こ

の

時
か

ら

仮
り

に

現
存
本
成
立

の

天

徳
朝
（
九

五

七

−

九

六

〇
）

ー
す

な

わ

ち、
「

原
平

仲
日

記
」

ま

た

は

「

自
撰
貞
文

集
」

か

ら、

現

行

『

平
仲
物
語
』 ．
に
、

ほ

ぼ

完
全
な

転
生

を

み

せ

た

の

は、

そ

の

間
の

約
三

十
七

年
で

あ

る
。

さ

ら

に

九

年
ほ

ど

こ

の

間
を

短
縮
し

て

み

る

と、

天

歴

五

年
（
九

五
一
）

は

第
二

番
目

の

勅
撰
集
『

後
撰
和
歌
集
』

の

編
修
が

行
な

わ

れ、
『

大

和
物
語
』

の

原

型
が

成
っ

た
の

も
こ

の

年
だ

と

い

わ

れ

る

（
『

本

朝
文

粋
』

『

源
順
集
』

『

栄
華
物
語
』

『

八

雲
御

抄
』

）

。

『

平

仲
物
語
』

の

成
立

に

『

後

撰
和
歌
集
』

と

『

大

和
物
語
』

が

関

連

資
料
と

し

て

浮
び

上

る

の

は、

他
に

資
料
が

寡
少
で

あ

る

故
に

当

然
の

成
り

行
き

で

あ

ろ

う
。

3
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明
星

人

学
姻
究
紀
要

【

日

本

文

化
学
部
・
、、

高

語
文

化
学
科
】

第
八

号

　
二

〇
〇
〇

年

　

そ
こ

で、
『

後
撰
和

歌
集
』

・
『

大

和

物
語
』

二
覧

平
仲
物
語
』

三

書
に

お

け

る

平
貞

文
と

の

か

か

わ

り

を

吟

味
し

て

み

た

く

な

る
の

も

当

然
の

帰
趨
で

あ

ろ

う。

今、

そ

の

か

か

わ

り

の

あ

り

よ

う
を

観
察
す

る

と、

『

大
和

物
語
』

と

『

平

伸
物
語
』

と

が

内
容
を

共
有
す

る

の

は、

6
第
四

十
六

段
と

第
九

段
、

口

第
百
三

段
と

第
三

十

八

段
で

あ

り、
『

大

和
物
語
拙

の

第
六

十
四

段、

第
百
二

十

四

段
の

話
柄
は
比

ハ

に

二

れ

を

現

行
の

『

平

伸
物
語
』

に

見
な

い
。

そ

う
す
れ

ば、

日
と

口

は

各

々

『

平

仲
物

語
』

か

ら

『

大

和
物
猛

叩

』

へ

と

直
接
の

親
子

関
係
が

考
え

ら

れ

る

か

と

い

う

と
、

　一

概
に

そ

う

も

い

か

な

い
。

と

い

う
の

も

『

大
和
物
語
』

は

『

平
仲
物
語
』

の

内
容
と

形
態
を

無
観
し

て

い

る

か

の

ご

と

く

読
ま

れ

る

か

ら

で

あ

る
。

殊
に

『

大

和
物
語
』

の

第
百
二

卜
四

段
は

『

平

仲
物
語
」

に

は

見

当
ら

ず、
『

後
撰
集
』

に

出
て

来
る

話

柄
で、

し

か

も

そ

の

内
容
白
体
が

異

な
っ

て

い

る
。

『

大

和
物
語
』

第
百
二

卜

四

段

は

つ

ぎ
の

よ

う

な

内
容
で

あ

る
。

　

　

　

　

　
　

　

　

モ

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

め

本
院
の

北
の

方
の

ま

だ

師
大

納
言

の

妻
に

て

い

ま

そ

か

り

け

る

折
に
、

平

仲
が

よ

み

て

聞
え

け
る
。

春
の

野
に

み

ど

り

に

は
へ

る

さ

ね

か

づ

ら

わ

が

君

ざ

ね

と

た

の

む

は
い

か

に

ぞ

と
い

へ

り

け

り
。

か

く

い

ひ

い

ひ

て

あ

ひ

契
る

こ

と

あ

り

け

り
。

そ

の

の

ち
飜

ガ

お

と

ど

大
臣
の

北
の

方
に

て

の

 

し

り

た

ま

ひ

け

る

時、

よ

み

て

お

こ

せ

た

り

る、

　

　

　
　

オ

く

せ

ゆ

く

す
ゑ

の

宿
世

も

し

ら
ず
わ

が

む

か

し

ち

ぎ
り

し

こ

と

は

お

も

ほ

ゆ

や

君

と

な

む
い

へ

り

け

る
。

ど
、

え

聞

か

ず

そ
の

返

し、

よ

り

ま
へ

ま
へ

も

う

た

は、

い

と

お

ほ

か

れ

4

　

右
の
一

文

か

ら

察
す

る

か

ぎ

り、

本
院
の

北
の

方
が

大
納，
冨

国
経
の

妻
で

あ
っ

た

期

間

に、

平．
仲
が

艶
書
を

贈
り、

北
の

方
が

藤
原
時
平
の

妻
に

な
っ

て

か

ら

も

昔

恋

に

執
す

る

恋
歌
を

ふ
・．
凡

た

び

と

ど

け

た

こ

と

が

わ

か

る
。

さ

ら

に

語
り

手
の

注

記

と

お

ぼ

し

き

文
末
の
一

節
か

ら、

本
院
の

北
の

方

の

平
仲
へ

の

返

歌、

そ

れ

よ

り

「

ま

へ

」

の

歌
は

多
か

っ

た

の

だ

が
、

「

え

聞
か

ず
」

と

い

う
結
尾

の

文

で

ー
こ

れ

を

ふ

た

た

び

目

加
田

さ

く

を

氏

は

『

大

和
物
語
』

の

作
者
が、
「

口

承
の

噂

話
を

聞
知

し

た

限
り

を

書
き

し

る

し

た

の

で

あ

っ

て

平
仲
物
語
（

平
仲
日

記）

な
い

し

自

筆
家

集
も

見

て

い

な

い
」

（
『

前

掲

書
』

参
看
）

と

解
釈
さ

れ

て

い

る
。

古

語
で

「

き

く
」

と

い

え

ぱ

文

字
通
り

「

人

か

ら

聞
く、

伝
え

聞
く．」

の

意
に

と

る

他
な

い

が
、

他

に

「

承

知
す

る
、

判
断
す
る、

語
句
の

意
味
を

理

解

す
る．一

等
々
、

「

き

く
」

の

意
味
の

範
囲
は

広
い

の

で、

こ

の

動
詞
の

み

で

『

平

仲
物
語
』

や

「

貞
文

集
」

（
？

）

と

の

書
承

関
係、

聴
き

語
り

と
の

関
連
を

即

刻
否
定

し

去

る

の

も

慎
重

を

期
す
べ

き

だ

ろ

う。
　

だ

が、
『

後
撰
和

歌
集
』

の

方
を

見

る

と、

こ

の

歌
は

「

恋
」

三
、

（

七

＝
1

七

【
二

番
）

に

存
す

る

が
、

詞
書
は

『

大

和
物
語
』

よ

り

も

詳
し

く、

し

か

も

時
平
の

官
名
は

贈
太

政
大
臣
と

記

さ

れ
、

時
平

の

妻
と

な
っ

た

本
院
の

侍
従
の

子
の

腕
に

む

か

し

の

恋

の

執
怨
を

書
き
つ

け

る

と

い

ッ

た

深

恨

た

だ

な

ら

ぬ

も

の

が

あ

る
。

七
一

一

番
の

平
貞
文

の

歌、

及

び

七
一

二

番
の

返
歌
は

勅

撰
の

『

後

撰
和
歌
集
』

で

は

実

名
を

は

ば

か
のノ
た

の

か
、

「

よ

み

人

し

ら

ず
」

と

あ

り、
『

大

和

物
語
』

と
は

断

然

内

容
を

異
に

し

て

い

る
。

『

大

和

物
譜
』

と

『

平

仲
物
語
』

は

書
承
関

係
は

お

ろ

か
、

歌
が

た

り

と

し

て

も

同

根
と

は

言
い

が

た

い
。

　

あ

え

て

『

後
撰
和
歌
集
』

と

『

平
仲
物
語
」

の

共
有
関

係

を

示

す
典

型

と

も

い

う

べ

き

例
を

挙
げ

る

と、

つ

ぎ

の

よ

う

な

も

の

で

あ

る。
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『

後
撰
集
』

恋
一

　
　
　

題
し

ら

ず

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

平

　
貞
文

六

四

八

我
の

み

や

も

え

て

き

え

な

ん

よ

　

と
」

も

に

お

も

ひ

は

な

れ

ぬ

ふ

じ
の

　

ご

と

　

　
　
返

し

　

　
　
　
　

　

　
　
　

き

の

め

の

と

　

　
イ

か

れ
ぬ

身
の

六

四

九

ふ

じ
の

ね

の

も

え

わ

た

る

と

も

い

　

か

が

せ

ん

け

ち
こ

そ

し

ら

ね

水
な

ら

　

ぬ

身
は

『

平

仲
物
語
』

第
十
一

段

ま

た、

こ

の

男、

人

と

物
い

ふ

に、

返

り
ご

と

は

す

る

も
の

か

ら、

あ

は

で

程

経
に

け
れ

ば、

男、

 
わ

れ
の

み

や

燃
え

て

帰
ら

む

世
と

と

も

に

思

ひ

も

な

ら

ぬ

富
士
の

嶺
ご

と

　

　
女、

返
し

 
富
士

の

嶺
の

な

ら

ぬ

思

ぴ

も

燃、
尺

ば

燃
え

神
だ

に

消
た

ぬ

む

な

し

煙
を

　

　

ま
た

、

男、

返
し

 
神
よ

り

も

君
は

消
た

な

む

た

れ

に

よ

り

な

ま

し

身
の

燃
ゆ

る

思
ひ

そ

　

　

ま

た、

女、

返

し

 
か

れ

ぬ

身
を

燃
ゆ
と

聞

く

と

も

い

か

　

　
　
け

が

せ

む

消
ち
こ

そ

知
ら

ぬ

水
な

ら

ね

み

つ

な

ら

ぬ

身
は

i
下
略

ー

と

あ

る
。

そ

の

他、
『

後
撰
和
歌
集
』

収
載
の

貞
文
歌、

及

び

こ

れ

と

贈
答
関
係
に

あ

る

も
の

は

都
合
四

組
あ

る

が、

こ

と

ご

と

く

『

平
仲
物
語
』

に

は

そ

の

存
在
を

確

認
で

き

な

い
。

　
さ

て
、

右
に

引
い

た

よ

う
に、
『

後
撰
和
歌
集
』

と

『

平
仲
物
語
』

で

は

行
文
に

小

異
あ

る

は

も

と

よ

り
、

「

き

の

め

の

と
」

の

返
歌
は、

『

平
仲
物
語
』

の

 
と

 
を

『

伊
勢
物
語
』

成
立

私
考

井
上

英

明

混
同

し

て
一

首
と

す
る

が

ご

と

き
杜
撰
さ

を

露
呈

し

て

い

る
。

三

た

び

目

加
田

さ

く

を

氏

説
を

引
く

と、

氏

は

結
局、
『

後
撰
和
歌
集
』

・
『

大

和
物
語
』

が

『

平
仲
物

語
』

と

直
接
交
渉、

す

な

わ

ち

書
承
関
係
を

も

た

ず、
『

平

仲
物

語
』

の

源
泉
は

迂

回

す

る

こ

と

な

く

平

貞
文
自
筆
の

『

貞
文
集
』

に

ま

と

め

ら

れ

た
で

あ

ろ

う
と

い

う
結
論

を

導
い

て

居
ら

れ

る
。

〔

『

前
掲
書
』

参
看
）

　

そ
こ

で

い

ま
一

つ

臆
測
を

た

く

ま

し

く

す
る

と、

現
存
『

平
仲
物
語
』

の

内、

末

段
の

補
記
を

除
い

た

部
分
は、

お

お

よ

そ

天
歴
（

九
四

七

−
九
五

六
）

以

前
、

す
で

に

勝
ひ

罫

だ

か

ぬ

ど
ひ

ひ

で

流
布
し、

言
い

換
え

れ

ば

『

伊
勢
物
語
』

の

よ

う

な

歌
壇

読
者
に

人

気
を

博
し

、

読
み

継
が

れ

て

筆・
写

転
々

す

る

こ

と

な

く、

ひ

そ

か

に

読
ま

れ

て

き

た

の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

そ

う
す

れ

ば

平
貞
文

の

卒
し

た

延
長
元

年
（

九
二

三

『

古

今

和

歌
集
目

録
』

『

大

和

物
語
』

な

ど
）

か

ら

天

歴

五

年
（
九

五
一
）
『

後
撰
和

歌

集
』

撰
進
の

年
ま

で

の

三

十
二

年
間、

も

し

生

前
の

平
貞
文

に

自
撰
の

家
集
が

あ
っ

た

と

し

た

な

ら

ば、

そ

れ

憾

多
分
に

現
存
本
と

さ

し

て

違
わ

ぬ

も
の

で

あ
っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

　

そ

れ

で

は

自
撰
に

か

か

る

「

平
貞
文
集
」

な

る

も

の

が、
『

古
今
和
歌
集
』

の

成

立

以

前
に

成
立

し

て

い

た

か
。

も

と

よ

り

そ

ん

な

こ

と

は

分

る

は

ず
も

な

い

が、

た

だ、

つ

ぎ

の

よ

う
な

仮
説
は、

こ

こ

ろ

み

に

か

か

げ

て

許
さ

れ

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う

か
。

　

す
な

わ

ち
、

平
貞
文
の

歌
は、
『

古
今
和
歌
集
』

に

八

首
（

嬲

澀

躙

黼

 

躙

鰍

 
）

を

見
る

が
、

そ

の

内、

六

首
が

そ

れ

ぞ

れ、

　

蚓

ー
第
一

段、

鰯

−
第
九

段、

鸚

−
第
十
四

段、

嬲

ー
第
十
八

段、

瀰

i
第
十
九

段、

嬲

−
第
二

十
段

i
と、
『

平
仲
物
語
』

に

存
し、

内
容
的
に

は

相
互

に

矛
盾
し

な

い
。

と

こ

ろ

が

第
十
一

段
は、
『

後
撰
和
歌
集
』

で

は

内
容
上

の

矛
盾
が

あ

り、

ど

う
考
え

て

も

両

者
の

書
承
影
響
関

係
は

否
定
さ

れ

る
。

だ

が
ア】

の

第
十
一

段
の

「

…

…

女
返

し、

富
士

の

嶺
の

な

ら

ぬ

思

ひ

も

燃

え

ば

燃．
尺

神
だ

に5
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明
墨
大

学

研

究
紀

要
内

凵

本
文
化
学

部
・
言

語
文
化
学

科】
策

八

号
　
二

〇
〇
〇

年

消
た

ぬ

む

な

し

け
ぶ

り

を
L

と
い

う

歌
は、

『

古
今
和
歌
集
L

（
驪

）

に、
「−
き

の

め

の

と
」

の

歌

と

し

て、
「

思

ひ

に
」

の

一

に
L

の

字
が

相
異

す

る

の

み

で

こ

れ

を

載

す

る
。

平

貞
文

は

『

古
A
，

和
歌
集
』

撰
進
の

際
に

は

未
だ

存
命
中
で

あ

り
、

し

か

も

撰
者
の

忠
岑、

貫
之、

躬
恒
ら

と

は

「

歌
ム
冂

」

〔
「

左

兵
衛

佐

定
文

朝

臣‘

延

喜
五

年
四

月
廿

六

已

を

催
し

た

間
柄
で

あ

る
。

よ
っ

て

自
然
に

『

古

今

和
歌
集
』

の

平
貞
文

歌
に

つ

い

て

は、

ま

ず
そ

の

信
憑
性
の

高
さ

を

穹
定
し

て

よ

い

と

思
う
が
、

貞
文

の

詠
歌
に

つ

け

ら

れ

た

詞
蝨
口

は

三

首
を
数一
え

る

の

み

で
、

他
と

同
様、

簡
絡｝
化
さ

れ

て

し

ま
っ

て

い

る
。

そ
の

こ

と

は

平
貞
文

自

身
が

『

古

今
和
歌
集
』

の

た

め

に

体
裁
を

考、
尺

て

自
撰
し

た

か

ら

で

あ

ろ

う。

自
撰
業
平

集
や
．

原
伊
勢
物
語
」

は、

作
風

は

も

と
よ

り、

読

者
の

受
け

と

め

方
が

違
っ

て

い

た

よ

う

に

思

わ

れ

る
。

｛三｝

　

そ
こ

で
、

他
の

例
に

較
べ

て

異
例
に

長

大

な

詞
書、

す

な

わ

ち

業
平
歌
の

場
合
と

在

原
業
平
集
の

歌
と

が

い

ち

じ

る

し
い

対
照

を

な

す
の

は
、

つ

ぎ

の

よ

う
な

事
情
が

胚
胎
し

た

の

で

は

な

か

っ

た

か

と

推
測
さ

れ

る
。

す

な

わ

ち、

簡
単

に

言

え

ば、

平

貞
文

は

存
命
中
で

あ

り、

在
原
業
平
は

物
故
者
だ
っ

た

と

い

う
事
実
で

あ

る
。

想
像

さ

れ

う
る
一

つ

の

仮
説

的
場
面
と

し

て
、

わ

れ

わ

れ

は

こ

こ

に

『

古
今
和
歌

集
』

編

纂
実
務
の

折、

撰
者
た

ち

が

，

原
伊
勢
物
語
L

あ

る

い

は

「
原
中
将
集
一

の

詞
書
の

物
語

性
に

陶
然

と

な
っ

て、

こ

れ

を

詞
書
ら

し

く

簡
略
化
す

る

こ

と

を

得
ず、

さ

れ

ば

と
い

っ

て

勅
撰
集
と

い

う

形
式
体
裁
を

も
一

方

で

は

考
慮
せ

ざ

る

を

得
ず

、

そ

の

E
、

何
トム
リ

も

在
五

中
将
と
い

う
燦
然
た

る

偶
鱇
と、

そ

の

こ

こ

ろ

余
り

て

こ

と

ば

足

ら

ず

の

破
調
の

秀
作
を

鵑
に

し

て

ひ

た

す
ら

逡
巡

す

る

姿
で

あ

る
。

　

平
貞
文

の

詠
歌
は

彼
が

存
命
中
で

あ

7

た

た

め、

自

撰
し

て

体
裁
を

整
え

た

と

思

わ

れ

る

故
に

『

古
今
和

歌
集
 

・
「

貞
文

集．…

の

先
後
は、

も

と

よ

り

不

明
と

は．一＝
口

う

6

も

の

の
、

現

存
『

平
仲
物
語
』

か

ら

み

る

に、

両

者
は

た

が

い

に

矛
盾
し

合
う
こ

と

は

な

く、

む
し

ろ

き

わ

め

て

近
い

関
係
に

あ
っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う
か
。

事

実
、

『

平

仲
物
語
』

宋
尾
を

除
・，）

を

読
む

と、

作
品

に

現
わ

れ

る

入
物
の

官
位
・

事
件

を

手

が

か

り

と

し

て

判
明
す

る

も

の

は、

こ

と

ご

と

く

『

古

今
和

歌
集
』

以

前
（
封

瀬

敏

夫
氏、

延

喜
八

。
九

年
成

立

説
「．
和

歌
文
学

研
究
貼

昭

和
・
．

二

二

・
四

・

十
五
）

の

世

界
で

あ

り、

・

と

に

貞
文
の

青

在
年
時

代

す

な

わ

ち

寛
平

奉
穴
九

四

溢

ら

延
喜

卜

年
へ

九
一

〇）

ま

で

の

事
実
を

物
語

っ

た

も

の

で

あ

る

こ

と

な

ど、

す
で

に

論
証
さ

れ

て

い

る
。

肩
加
田

さ

く

を

氏

、

前
掲
書
」

他
参

看）
。

　

そ

う
す

る

と、

自
撰
平

貞

文
集
は

平
貞
文
生

存
期

に

成
っ

た

と

み

て

よ

か
7 ーノ
う

が、

ア｝
の

集
に

ひ
．
ム

っ

と

し

た

ら

在
中
将
の

「

原
伊
勢
物
語
」

の

影
が

つ

き

ま

と
っ

て

は

い

な

か

っ

た

で

あ

ろ

う

か
。

自
明
の

こ

と

な

が

ら

平
貞
文

の

出

白
・

経
歴

は、
『

本

朝
皐

胤
紹
運
録
』

な

ど
に

よ
っ

て

見

る

と、

桓

武
天
皇

　
　
仲
野

親

王

…
−

茂

世

下

ー、
ー

平
好
風
ー

I
−

平
頁
文
と

継
次
し、

歴

と

し

た

王

統
の

貴
公

子

で

あ

る
。

か

た

や

在
原

業
平
も

同

じ

く

源
を

桓
武
帝
に

発
し、

平

城
天

皇

ー
阿
保
親
王

を

父

祖
と

す

る

皇
統
譜
に

つ

な

が

る
。

極
位

は

業
平
が

従
四

位

下

（
「

三

代
実
録
』

） 、

貞
文
が

従
五

位
上

（

筈
今
和
歌

集
目

録
』）

で

あ

り、

両

者

相
似
の

宮
廷

官

僚
で

あ

る
。

さ

ら
に

両

人

と

も

官
界
の

秩
序
か

ら

は

み

出
て、

歌
と

恋

に

生

き

た

贅
沢

な

男

だ

が
、

貞
文
は

業
平
の

情
熱
的
な

性
格
を

骨
抜
き

に

し

た

け
し

き

で、

所
謂
一

放
縦
不

拘
し

に

徹
す

る

こ

と

な

ど

で

き

な
い
、

終
生

乳
離
れ

の

し

な

い

気

弱
な

マ

ザ
・

コ

ン

で

あ

り、

大

方
他
の

貴
族
官
僚
と

同
じ

く

官
位
に

執
着
し

て

虚

ま

な
い

凡

庸
な

男

で

あ

る
。

そ
の

女

性
へ

の

恋
着
ぶ

り

は

近

代
に

な
っ

て

芥
川

龍

之

介
の

『

好
色
』

や

谷

崎

潤
【

郎
の

『

少

将
滋
幹
の

母
』

の

源

泉
と

も

な

る

べ

き

猟
奇
的
で

愚
か

な

近

代
的

美
し

さ

を

た

た

え

て

い

る
。

し

か

も

貞
文

は

業
平
同

様、

貫
之
の

知

性
と

学

才

に

は

及
び

も
つ

か

な
い
。

こ

の

二

入

の

性
格
・

経
歴
・

習

癖
の

相

違
が

そ

の

ま

ま

『

伊

勢
物

語
』

と

「

平
仲
物
語
』

の

そ

れ

と

重
な

っ

て

い

る
。

ま

た、

こ

の．
一
人
が

共
に

藤
氏
壇
権

下
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に

生

き

た

皇
族
で

あ

り

な

が

ら
、

そ

れ

ぞ

れ

の

作
品
の

性
格
に

お

い

て

際
立

っ

た

相

違
を

見
せ

る

の

は、

業
平
の

活
躍

し

た

の

が

貞
観
期
の

六

歌
仙
の

時
代
で

あ

り、

平

仲
の

そ

れ

が

寛
平
・

延
喜
初
年
と

い

う
時
代
の

違
い

か

ら、

詠
歌
が

総
じ

て

古
典
的

声
調
に

落
ち
つ

く

頃
で

あ

る
。

さ

ら

に

そ
の

間
の

藤
原
氏
と

天
皇
家
の

権
力

上

の

力

関
係
の

変
化
に

原
因
す

る

と

言
っ

て

も
よ

か

ろ

う。

こ

れ

は

平
凡

な

歴

史
上

の

事
実

で

あ

る
。

（四）

『

平
仲
物
語
』

開
巻
は、

　
い

ま

は

む

か

し
、

男
二

人
し

て

女
一

人
を

よ

ば

ひ

け

り
。

先
だ

ち
て

よ

り
い

ひ

　
　

　

　

つ

か

さ

け
る

男
は、

官
ま

さ

り

て、

そ

の

時
の

帝
に

近
う
仕
う
ま
つ

り、

の

ち

よ

り

い

ひ

　
　

　

　

　

　
　
　

　

　
ホ

ま

き

さ

き

け

る

男
は、

そ

の

同
じ

帝
の

母
后
の

御
あ

な

す
ゑ

に

て、

官
は

劣
り

け

り
。

さ

れ

ど、

い

か

が

思
ぴ

け

む、

の

ち
の

人
に

そ

つ

き

に

け

る
。

　
か

か

れ

ば、

こ

の

は

じ

め

の

男
は、

こ

の

も

た

り

け

る

男
を

ぞ
、

い

み

じ

く

あ

た

み

て、

よ

う

つ

の

た

い

だ

い

し

き
こ

と

を、

も

の

の

を

り
ご

と
に、

帝
の

な

め

し

と

思

す

ば

か

り
の

こ

と

を
つ

く

り

い

だ

し

つ

つ
、

聞
え

そ
こ

な

ひ

け

る

あ

ひ

だ

に、

こ

の

男
は

た

宮
仕
へ

を

ば

苦
し

き

こ

と

に

し

て
、

た

だ

逍
遥
を

の

み

し

て、

衛
府
司
に

て
、

宮
仕
へ

も

仕
う
ま
つ

ら

ず
と

い

ふ

こ

と

い

で

き

て、

官
と

ら

せ

た

ま
へ

ば、

世
の

中
も

思

ひ

憂
じ

て、

憂
き

世

に

は

交
ら

は

で、

ぴ

た

み

ち
に

行
ひ

　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　
い

つ

す

に

つ

き

て、

野
に

も

山

に

も

交
り

な

む

と

思

ひ

つ

れ

ど
、

　一

寸

を

だ

に

放
た

ず
、

難
麟
の

い

み

じ

く

か

な

し

く

し

た

ま

ふ

人

な

れ

ば、

憂
き

も
こ

れ

ぞ

思
ひ

さ

は

り

ぬ

る
：

：

：。

『

伊
勢
物
語
』

成
立．
私
考
　
　
　
井
上

英
明

と

い

う

風

に

筆
は

運
ば

れ

て

い

く。

こ

の

初
段
は

あ

る

意

味
で

『

竹
取
物
語
』

や

『

伊
勢
物
語
』

の

書
き

出

し

や、
『

伊
勢
物
語
』

の

初
段
を

承

け
て

そ
の

後
に

展
開

す

る

物
語
文
学
の

世
界
の

導
入

部
を

決
定
す
る

か

に

見
え

る
。

『

竹

取
物
語
』

の

女

主

人
公

の

超
現
実
性、
『

伊
勢
物
語
』

の

昔
男
の

「

い

ち

は

や

き

み

や

び
」

な

ど

と

と

も

に
、

『

平
仲
物
語
』

全

体
の

基
調

音
が

こ

こ

で

す
で

に

聴
か

れ

る

か

の

よ

う

で

あ

る
。

以
下
若
干

の

私
見
を

述
べ

て

み

た

い
。

　

ま
ず
こ

の

物
語

の

大
体
の

骨
格
は、

　
→

宇
多
天
皇

親
政
下
に

お

い

て、

主

人
公
の

「

男
」

が

自
分
よ

り

官
位
の

高
い

男
と
一

人

の

女
を

あ

ら

そ
い
、

ど

う
に

か

そ

の

女

を

手

中
に

お

さ

め

る
。

　
口

敗
れ

た

ラ

イ

ヴ
ァ

ル

の

男
の

中
傷
に

（

そ

れ

は

帝
み

ず
か

ら

「

な

め

し
」

と

思
わ

れ

る

ほ

ど

の

も

の

で

あ

っ

た
）
、

職
務
に

た

ず
さ

わ

る

元
気
も

喪
失
し、

欠
勤

は

日

増
し

に

重
な

り、

つ

い

に

馘
首。

　
日

憂
悶
遣
る

方
な

く
、

い

っ

そ

仏
道
修
業
に

専
念
し

よ

う
と

す

る

が
、

こ

れ

も

父
母
の

反
対
に

遭
っ

て

踏
み

切

れ

な
い

。

　
右
の

H
口

日
の

ス

ト

ー

リ

ー

を

貫
く
の

は、

現
代
風

に

言
い

直

せ

ぱ、

外
に

あ
っ

て

は

上

司、

同
僚、

内
に

あ
っ

て

は

父

母
と

自
分
を

取
り

巻

く

も

の

に

対
し

て

異

常

な

ま

で

に

気
弱
で
、

無
気
力
で

あ

る

か

の

よ

う
に

描
か

れ

て

い

る
。

「

女
」

を

盗
み

出
し

た

り、

ま

た

邪
魔
が

入

れ

ば、
「

人
知
れ

ぬ

わ

が

通

ひ

路
の

関
守
は

よ

ひ

よ

ひ

ご

と

に

う

ち

も

寝
な

な

む
」

と

詠
み

放
っ

て、

傍
若

無
人
に

猪
突
す
る

『

伊
勢
物

語
』

の

「

昔
男
」

の

熱
情
は

か

け

ら

も

無
い

。

「

身
を

え

う

な

き

も

の

に

思
ひ

な

し

て、

京
に

は

あ

ら

じ
」

（
『

勢

語
』

第
九

段
）

の

よ

う
な

決
然
た

る

覚
悟
な

ど

と

は

無

縁
で

あ

る

も

の

の
、

こ

の

「

男
」

は

こ

の

「

男
」

な

り

に

近
代
私
小
説
的
な

「

絶

望
」

・
「

厭
世
」

と

い

っ

た

負
の

極
に

あ

る
。

「

男
」

は

つ

ぎ
の

よ

う

な

台
詞

を

吐

く
。7
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明
星

大

学
研
究
紀
娑

【

艮

本

文

化
学
部
・
．

［

諾
文

化
学

科
】

第
八

号

　
二

〇
〇
〇
年

　

「

…

…

…

…

心

慰
め

に、

東
の

方
へ

ま

か

ら

む
」

工

二
，

親
に

申
し

け
る

L

と
い

う

次
第
で

あ

る
。

　

業
平
の

ご

と

き

天

衣
無
縫
の

性
格
と

は

う
ら

は

ら

に
、

詞

藻
に

お

い

て

も

格
段
の

見

劣
り
の

す

る

平
貞
文
が
、

こ

こ

で

紀
貫
之
の

『

土

佐
日

記
』

の

発

想
（

貫
之
が

実

際
東
下

り

し

た
か

否
か

今
は

問
う

と

こ

ろ

で

は

な

い
。

問

題

は

慰
安
の

場
所
と

し

て

賜
姓

皇

族
の

東
国
へ

の

志
向

が

問
題
で

あ

る
）

と

は

ま

た

別
な

地

点
か

ら、

こ

の

先

輩
業
平

「

昔
男
」

の

東
下

り

に

心

ひ

か

れ

て

い

る

事
実
で

あ

る
。

　

こ

の

よ

う

に

考
え

る

と、

自
撰
「．
貞
文
集
」

も

「

原

伊
勢
物
語
」

の

形

式
や

内
容

に

何
ら

か

の

か

た

ち
で

影
響
を

享
け

た

と

言
い

た

い

と

こ

ろ

だ

が
、

い

か

ん

せ

ん

「

貞
文
集
」

な

ど

は、

今

日

そ

の

実
在
を

確
認
で

き

な

い

仮
設
の

も
の

で

あ

り、

文

献
学
の

系
統
論
と

し

て

そ

の

よ

う

な

作
品

が

予

測
可

能
で

あ

る

に

し

て

も、
「

前
稿
」

で

「

原
伊
勢
物
語
」

を

現

行
『

土

佐
日

記
』

の

創
作
心

理
、

横…
想、

修

辞
な

ど

か

ら

類
推
し

た

よ

う
な

視
点
は
、

そ

も

そ

も
こ

こ

で

は

許

さ

れ

な

い

だ

ろ

う。
【

原
伊
勢

物
語
L

も

「

自
撰
貞
文
集
」

も、

無
か

ら

は

何
も

創
造
で

き

な

い

と
い

う、

は

な

は

だ

西

洋
的
に

し

て

名
だ

た

る

格一．．
口

を

前
提
と

し

て

い

る

か

ら
で

あ

る
。

　

だ
が

こ

こ

に

は

作
口

叩

の

本
文
を

離
れ

ず、

あ

く

ま

で

本
文
に

即
し

て

立

論
さ

れ

る

か

ぎ
り、

文
献
史
学
の

実
証
性
と

は

趣
き

を

異
に

し

た、

作
品
へ

の
一

種
の

エ

ロ

ス

的
な

接
近

が

あ

る
。

そ

こ

か

ら

必

然
的
に

帰
納
さ

れ

て

く

る

も

の

は、

学
問
と

し

て

は
こ

と

ご

と

く

妄
誕
と

し

て

嗤
笑
さ

れ

で

あ

ろ

う
。

だ

が、

こ

の

妄
誕
に

は

逆
に

読

者
の

心

情
的
理

解
を

得
る

と

い

う

不
思

議
な

体
験
的
事
実
が

あ

る

に

違
い

な

い
。

そ

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

も　　　へ

れ

は

文

学
作
口
m

に

限
っ

て

生
じ

る

抜
き
差

し
な

ら

ぬ

誤
読
で

あ

る
。

そ

の

際、

諦
諦

は

決
ま

っ

て

歌
に

傾
斜
し

た

叙
情
的
散
文
に

お

い

て

起
こ

る
。

読
者
が

『

伊
勢
物

語
』

か

ら
「
現
伊
勢
物
語
・

（

「

自

撰
業
平
集
」

）

、
『

平
仲
物
語
』

か

ら
「

貞
文
集
」

を

予
想
せ

ざ

る

を

え

な
い

の

は
、

そ

れ

ぞ

れ

の

歌
と

文
章
の

真
意
を

理

解
し

ょ

う
と

8

す

る

う
ち

に、

不

可

避
的
に

各
自
思

い

思
い

の

業
平

像、

貞
文
像
を

追
い

求
め

て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

テ

ク

ス

ト
の

鉦

確
な

解
読
と

い

う

よ

り、

読
者
は

心

情
を

抜
き

に

し

て

は

テ

ク

ス

ト

に

反

応
し、

理

解
で

き

な

い

か

ら

で

あ
る
。

　
だ

が
、

先
き

に

触
れ

た

よ

う

に、

現

行
『

平

仲
物
語
』

か

ら

末
段
を

除
い

た

三

十

一

の

話
柄
と

仮
設
と

し

て

の

「

貞
文

集
」

な

る

も

の

は
、

何
と

言

お

う
と

時
問
的

に

距
離
が

近

く、

か

つ

内
容
的
に

も

夾
雑
物
を

予

想
し

得
な
い

理

由
を

以
っ

て、

現

存

『

平
仲
物
諮
』

と

『

伊
勢
物
語
」…

の

比
較
か

ら
、

何
ら

か

の

祖
本
の

か

た

ち

く

ら

い

察
知
で

き

る

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

こ

こ

で

も

ま

た

無
か

ら
は

何
も

生

ま

れ

な

い

と

い

う

前
提
に

立

つ
。

こ

と

に

こ

の

『

物
語
』

の

初
段
で
、

す
で

に

貞
文

自
撰
の

作
品

は

存
在
し

た

の

で

は

な

い

か
、

と
い

う

予
想
が

つ

ぎ
の

よ

う
な

事
実
か

ら

可

能
で

あ

る
。

つ

ま

り、
「

男
」

の

台
詞
が

出

て

く

る

少
し

前
に、

や

は

り

こ

の

「

男
」

が

詠

ん

だ

歌
で
、

　

　
　

　

　
か

ど

さ

憂
き

匿

に

は

門
鎖
せ

り

と

も

見
え

な

く
に

な

ぞ

わ

が

身
の

い

で

が

て

に

す

る

と

い

う
の

が

あ

る
。

こ

れ

は

『

占
今
和
歌
集
』

雑

下、
『

拾

遺

和

歌
集
』

雑
上

に

収

載
さ

れ、

『

占
今
和
歌
集
』

の

詞
書
に

は
、

「

つ

か

さ

と

け

て

侍
り

け

る

時
よ

め

る
」

（
「

流

布
本
」）

と

あ
っ

て、

あ

き

ら

か

に

『

平
仲
物
語
』

の

内

容
を

踏
ま

え

て

い

る
。

し

か

も

「

筋
切
」

q
佐
理

本
L）

で

は
、

意
味
は

今
、

つ

判

然
と

し

な

い

が、
「・
：

な

む

と

て

た

ち

け

る

を

勲
窓

忽
強
か

黛
黙
響
罫
忽
h

込
夕
と

あ
っ

て、

現
存
『

平

仲
物
語
』

の

事
実
に

近

い
。

さ

ら

に

「

元

永
本
」

に

も、
「

つ

か
．、
と

熨
侍
り

け

る

時
人

の

国
へ

ま

か

り

な
ん

と

て

い

て

た

ち

け

る

奉
の

せ

ち

に

と
 

め

け

れ

は

と

ま

り

て

よ

め

る
」

と

あ

り、

こ

の
一

条
は

『

古
今

和
歌
集
』

が

平
貞
文

の

実
話、

も

し

く

は

自
撰
「』
貝

文
集
」

の

内
容
を

資
料
と
し

て

踏
ま

え

て

い

た

こ

と

を
一

層
よ

く

物
語

る

も

の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

そ

し

て

「

元

永
本
一

成

立
の
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頃
に

は

平
仲
と
い

う
男
が

い

ち
じ

る

し

く

戯
画

化
さ

れ

て

い

た
こ

と

を

思
う
と

、

や

は

り

私
見
と

い

え

ど

も、

あ

る

程
度
の

妥
当
性
を

期
待
し

て

よ

い

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か
。

 

　

官
途
む

な

し

く、

恋
に

不

首
尾

の

平
貞
文
の

心

が

「

あ

づ

ま
」

の

方
へ

か

た

む

く

の

は、

か

な

ら

ず
や

羨
望
す
る

デ

カ

ダ
ン

ス

の

先

輩
歌
人、

在
五

中
将
業
平
の

面

影

が

ち
ら

つ

い

た

か

ら

だ

と

思
う。

当
時
の

史
的
現
実
に、

上

総、

常
陸、

上

野
の

三

国
を、

天

長
三

年
（

八

二

六）

九
月

六

日

以

降、

親
王

の

任
国

と

し、

守
を

大
守
と

称
し

た

事
実
が

あ

り

（

『

類
従
三

代
格
』）

、

律
令
制
権
の

中
枢
か

ら

遠
く

後
退
し

た

地

域
で、

所
詮、

無
用
者
の

系
譜
に

つ

な

が

る

「

貴
種
」

の

憧
憬
の

方
角
で

あ
っ

た

こ

と

も

考
慮
に

入

れ

る

べ

き

で

あ

る
。

そ

し

て

現
行
『

平

仲
物
語
』

の

内
容
に

関
す
る

限
り、

平
貞
文
が

「

心

慰
め

に

あ

づ

ま
へ

…

…
」

と

言

う
の

は、

恋
愛
の

不
首
尾、

官
を

奪
わ

れ

た

こ

と

の

二

点
が

契
機
に

な
っ

て

い

る

の

で

あ
っ

て
、

そ

の

限
り

に

お

い

て、

『

伊
勢
物
語
』

第
六

段
の

「

芥
川
」

の

話
か

ら
、

第
七

段、

第
八

段、

第
九

段、

第
十
一

段
…

…

と

つ

づ

く

東
国
流
浪
の

中
で

の

「

恋
の

謫
行
吟
」

（

「

前
稿
」

）

に

魅
惑
さ

れ

て

い

る

と

思
う
の

が、

文
学
史
的
考
察
の

上

で

の

自
然
の

な

り

ゆ

き

で

は

な

い

だ

ろ

う
か
。

無
論、
『

伊
勢
物
語
』

と

『

平

仲
物
語
』

と

で

は

文
体
の

格
調、

内
容
の

切

実
さ

に

お

い

て

ま
っ

た

く

異
質
で

は

あ

る

も

の

の
、

前
者
第
六

段
の

「

む

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
マ
　
　

し
　

　ヤ
　
　

ヘ
　

　
ヘ

　
　ヘ

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

マ

　

　
　
　
　

　

　
　
　
へ

か

し

お

と
こ

あ

り

け

り

女

の

え

う

ま

し

か

り

け

る

を

と

し

を
へ

て

よ

は

ひ

わ

た

り

け

を

を
」

と、

後
者
に

お

け

る

「

い

ま
は

む

か

し、

男
二

人
し

て

女
一

人

を

よ

ば

ひ

け、

り
」

と

い

う

書
き

出
し

と

は、

ま

る

っ

き

り

無
関
係
だ

と

し

て

両
者
の

書
承
関
係
を

否
定
し

て

し

ま

う
こ

と

は

不

可

能
で

あ

ろ

う
。

後
者
に

つ

い

て

は、

在
原
業
平
自
身

の

キ
ャ

リ

ア

に

即
し

て

諸
説
の

あ

る

と

こ

ろ

で

あ

る
。

事
の

始
ま

り

は

国

史
に

お

け

『

伊
勢

物
語
』

成
立

私
考

井
上

英

明

る

記
述
の

矛
盾
か

ら

で

あ

る
。

す

な

わ

ち、

そ

れ

ま

で

無
位
だ

っ

た

業
平
の

叙
爵
は

良
岑
宗
貞
（

遍

昭
）

の

出
家
の

前
年、

喜
祥
二

年
春
正

月

丙

辰

（

八

四

九）

で、

位

階
は

「

従
五

位
下
」

を

も
っ

て

初
見
と

す
る

（

『

続
日

本
後
紀
』

） 。

元

慶
四

年

（

八

八

〇）

五

月

二

十
八

日

辛
巳

の

卒
時
か

ら

逆
算
す

れ

ば、

二

十

五

歳
の

時
で

あ

る
。

　

し

か

る

に、

貞
観
四

年
（
八

六

二
）

三

月

七

日

乙

亥、

業
平

三

十
八

歳
の

時、

ふ

た

た

び

叙
爵
の

こ

と

あ
っ

て
、

「

授
二

正

六

位
上
在
原
朝
臣

業
平
従

五

位

上一
」

と

あ

る

（

『一
二

代

実
録
』

）

。

従
五

位
下

か

ら

正

六

位
下

と

あ

る

の

は

降
等
で

あ

る
。

心

説
に

業
平
が

二

条
后
高
子

と

の

私
通
の

た

め

に、

位
一

級
下
げ

ら

れ

て

東
国

に

左

降
さ

れ

た

と

あ

る
。

ま

た

清
和
天

皇
の

寵
姫
と

の

私
通

を

疑
わ

れ、

常
陸
権
介
に

左

遷
さ

れ

た

藤
原
有
貞
の

例
も

あ

る

（

『

三

代
実

録
』

貞
観
十

五

年
三

月

廿

六

口

条）
。

岡
一

男

氏

に

よ

れ

ば、
「

『

三

代
実
録
』

の
一

本
に

は

正

六

位
と

な

く、

従
五

位
下
と

あ

り、

天

福

本
『

伊
勢
物
語
』

勘
物
も

ま

た

そ

う
あ

る
。

流
布
本
の

『

三

代
実
録
』

の

正

六

位
上

は

好
事
家
の

改
修
だ

ろ

う
」

（

『

古

典
と

作
家
』

参

看）

と

推
論
さ

れ

た

の

だ

が
、

業
平

は

国
史
に

見
え

る

第
二

回

目

の

叙
爵
従
五

位
上

か

ら

以

後
順
調

（

？
）

に

累
進
し

て

三

年
後
は

貞
観
七

年
三

月

九
日

己

丑

右
馬
頭
に

移
り、

四

年
経
た

十
一

年
春
正

月

己

未、

累
加
さ

れ

て

正

五

位
下、

さ

ら

に

四

年
し

て

十
五

年
春
正

月

丁

卯
従
四

位
下
に

至

り、

同

十
七

年

春
正

月
十
三

日

丁

酉
近
衛
権
中
将
と

な

り、

二

年
後
の

元

慶
元
年

十
一

月
廿
一

日

戊

午、

従
四

位
上

を

授
り、

そ

の

翌
年
の

春
正

月
十
一

日

丁

未、

相

模
権
守
兼
右
近

衛
中
将
と

な

り、

そ

の

翌

年
の

三

年
十
月

蔵

人

頭
（

「

職
事
補
任
」）
、

元

慶
四

年
春
正

月
に

は

美
濃
守
を

兼
ね、

そ

し

て

同
四

年
五

月
二

十

八

日

辛
巳

に

卒

と

な

る

か

ら

（

以
上

『

三

代

実
録
』

）

実
際
現

地

に

赴
任
し

た

か

ど

う

か

は

別
問
題

と

し

て
、

官
歴
は

切

れ

目
な

く

連
続
的
で

あ

る
。

に

も

か

か

わ

ら

ず、
『

続
日

本
紀
』

の

初
見
の

二

十
五

歳
時
の

叙
爵
か

ら
二

回

目

の

貞
観
四

年
三

月

七

日

条
の

業
平
が

三

十
八

歳
に

な

る

ま

で

の

ま

る

十
三

年
間
　

　
い

わ

ば

彼
の

青
春
時
代
の

位
階
官
歴

が

国

史
に

ま
っ

た

く

無
視
さ

れ

た

の

は

何
と

し

て

も

不
可
解

で

あ

る
。

す

で

に

「

前9
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明
星
大
学
研

究
紀

要

【
目

本

文

化
学
部
・
言

語

文

化
掌
科】
第
八

母

　、一
QOO

年

稿
一

で

触
れ

た

よ

う
に、
『

捗
勢
物
語
』

第
九
段
の

歌
と

詞

章
を

温
存
し

な

が

ら・

こ

れ

を

詞
書
と

し

て

収
載
し

て

い

る

事
実
は、

い

か

に

業
平
の

死

後
二

十
五

年
の

歳

月

が

流
れ

た

と

は

い

え、

予

息
の

棟
梁
な

ど

も
い

る
こ

と

で

あ

る

し、

父

親
の

行
状

ぐ

ら
い

承

知
し

て

い

た

と

思
わ

れ

る
。

業
平

ー
「

昔
男
」

の

棄
国

に

お

け
る

「

恋

の

謫
行
吟
」

は

虚
実
皮
膜
の

間

で、

か

な

り

の

リ

ヤ

リ

テ

ィ

を

か

ち

え

て

い

る

と

需

え

よ

う。

　

た

だ、
『 ．
二

代

実
録
』

の

記
述

を

流
布
本
通

り

に

読

め

ば
、

同
時
に

こ

れ

を

正

し

い

も

の

と

す
る

な

ら

ば
、

「

涼

伊
勢
物
語
」

の

「

東
下

り
」

の

存
在
も
、

さ

き

の

官

位
剥
奪
を

契
機
と

し

て

い

る

点
で

、

『

平
仲
物
語
』

の

「

男
」

に

符
合
し

て

い

る
。

換
言
す

れ

ば、
「

自
撰
貞
文
集
」

に

「

原

伊
勢
物
語
一

が

す
で

に

影
を

投
げ

か

け

て

い

る

と
い

う

私

見

で

あ

る
。

平
貞
文

は

在
原

業
平
と

同
じ

理

由
で、

東
国
へ

の

出
奔

を

企

て

る

が、

実

行
に

は

到
ら

ず
、

帝
の

母

后

を

通
し

て

天

皇
に

「

人

の

国
に

も

隠

れ、

山

林
に

も

入

り

ぬ

べ

し

云
々
」

〔
「

仞
段
」

）

と

愁
訴
し

、

復
位
を

許
さ

れ

る

日

を

待
ち

わ

び

る

と

こ

ろ

に
、

先
輩
一

昔
男
L

業
平
の

描
き

方
と
の

決
定
的
な

違

い

が

あ

る
。

ち

な

み

に、

貞
文

の

父、

平

好
風

の

叔
母
班

子

女

土

は

宇

多
天

皇
の

母

后
と
い

，
，

関
係
に

あ

る
。

〔六〕

　
『

平
仲
物
語
』

の

「
男
」

は、

こ

の

男
と

し

て

は

切

実
で

あ
っ

た

に

違
い

な
い

悲

境
に

あ
っ

て、

た

だ

「

心

慰
み

に

東
の

方
へ

」

あ

こ

が

れ

た

だ

け

で
、

翌
々

年
の

司

　

　

　
　
　

　

　

フ
か

さ

召
に

は、
「

も

と

の

密
よ

り

は、

い

ま

す
こ

し

ま

さ

り

た

る
」

官
位
を

賜
わ

ワ

た

と

い

う

の

で

あ

る。

　

と
こ

ろ

で
、

室
町

時
代
の

伝
東
常
縁
筆
『

伊
勢
物
語
』

は

い

わ

ゆ

る

定
家
本
校
訂

「

伊
勢
物
語
」

証

本
の

う

ち、

最
も

信
頼
さ

れ

る

も

の

の

 

つ

だ

と

さ

れ

る

が

（

解

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

「

説
校

異、

山

則

清
市

氏、

昭
・
三

十
四
・

武

蔵
野
書
院）

、

一「
土

口

男
」

中
に

、

平
仲
の

名
を

記
し

た

勘
物
が

あ

る
，

す

な

わ

ち、

110

の

東
下

り
の

諸
段
の

　
　

　

　

　

　
　

　

平−
貝・
又

紀
有｛
吊

も

と
よ

り

友
と

す

る

人
ひ

と

り

ふ

た

り

し

て

い

き

け

り

（

第
九

段
）

む

か

し

お

と

。

羅
輪

ま

で

き
ひ

あ

り

き

け

り
。

さ

葦、
の

国
に

在

妻
を

よ

ば

ぴ

け

り
。

父
は

こ

と

人

に

あ

は

せ

む

と

い

ひ

け
る

を
、

母
な

む

あ

て

な

る

人

に

心
つ

け

た

り

け

る

（
第
十
段
）

　
こ

の

勘
物
は

中
世
の

注
釈
の

典
型
の
…

つ

で、

史
実
に

根
拠

な

き

妄

誕

で

は

あ
る

が、

そ

れ

は

近
代
合
理

主

義
の

立

場
か

ら
の

妄
誕
な
の

で

あ
っ

て、

平
貞
文

は

紀
有

常
と

共
に

東
国
に

下
っ

た
こ

と、

土

地

の

女
に

「

昔
男
」

が

求
婚
し

た

と

き
、

そ

の

父

親
は

平
貞
文

（

こ

と

び

と
）

に

婚
わ

せ

よ

う

と

し

た

が
、

母

親
は

藤
原
氏
の

出

で

「

あ

て

な

る

人
」

ゆ

え

に

業
平
に

と

望
ん

だ
−

−
と
い

う

読
み

方、

あ

る

い

は
一

つ

の

解
釈
が

あ

っ

た

と

い

う
事・
実
が

こ

こ

で

は

面

白
い

の

で

あ

る
．

平

貞
文
は

『

平
仲

物
語
』

の

内

容
に

関
す

る

限
り、

東
国

出
奔
の

度
胸
は

な

い
。

し
か

し

中
世
の

勘
物

の
一

つ

が

業
平
．

有
常
．

平
仲
を

東
下

り

の

グ
ル

ー

プ

に

記

名
し

た

事
実
は、

業
平

と

平
仲
の

結
び

つ

き、

あ

る

い

は

「

原
伊
勢
物
語
…

と

自
撰
「

貞
文

集
」

と
の

親
密

性
を

考
え

る

上

で
、

さ

ま

ざ

ま

な

連

想
を

喚
起
す

る
。

（七｝

　

つ

ぎ

に

修
辞
．

構
想
の

面

か

ら

で

は、

現
存
『

平

仲
物

語
』

に

お

け

る

全

体

に

「

原
伊
勢
物
語
」

の

影
響
が

あ

り
ー

ー
外
面
的
類
似
で

あ

り、

本
質

が

相
違
す

る

こ

と

は
、

前
稿
「

『

⊥

佐
目

記
』

と

の

距
離
」

で

詳
述
し

た

通

り

だ

が

ー
す

で

に

先
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学
の

論
じ

た

と

こ

ろ

で

あ

る

か

ら
、

屋
上

屋
を

重
ね

な

い

が
、

た

だ

『

平
仲
物
語
』

の

「

い

ま

は

む

か

し
、

男
二

人
し

て

女
一

人
を

よ

ば

ひ

け

り
：

：
：

」

と

い

う
起
筆
に

つ

い

て
一

言
す

る
。

　
『

伊

勢
物

語
』

で

は、

単
に

「

昔
男
あ

り

け

り
」

と

い

う

の

が

一

般
で、
「

今

は

昔
」

と

い

う
起
筆
と

は

異
な

る
。

南
波
浩

氏
に

よ

れ

ば、
「

昔、

昔
者
な

ど

が

物
語

内
容
を

時
間

的
に

た

だ

過

去
の

事
と

し

て

規
定
し

た
の

に

対
し

て、

今
は

昔
と

な

る

と、

作
者
の

立
っ

て

い

る

現
在
の

地

点
か

ら、

多
少
と

も

批
判
的
反
省
的
に

と

ら

え

て

語
ろ

う

と

す
る

姿
勢
で

あ

る
」

（

朝
日

古

典
全

書

『

竹

取
物

語
』

補
註
1）
、

と

い

う

解
釈
が

正

し

い
。

　

と

こ

ろ

が
、

「

今
は

昔
」

で

始
め

れ

ば、

原
則
と

し

て
、

「

と

そ

い

ひ

つ

た
へ

た

る
」

（
『

竹
取

物
語
』）
、

「

…

…

典
侍
は

二

百

ま

で

生

け

る

と

か

や
」

（

『

落
窪

物
語
』

「

全

書

本
」

・
「

久

老

本
」

は

「

…

…

と

や
」

と

な

る）
、

「

…

…
と

そ

語
り

伝
へ

た

る

と

や
」

（
『

今

昔

物

語
』）

と

結
ぶ

の

が

普
通
で

あ

る
。

し

か

る

に
、

『

平
仲
物
語
』

は

「

い

ま

は

む
か

し
」

と

筆
を

起
こ

し

な

が

ら、
「

ま

た、

こ

の

男
」

（

第
二

段）、
「

お

な

じ

男
」

（

第
三

段
） 、
「

ま

た、

こ

の

お

な

じ

男
」

（

第
四

段
） 、
「

ま
た、

こ

の

男
」

（
第
五

段）

と

同
じ

よ

う
な

書
き

出
し

を

連
続
さ

せ、

最
後
ま

で

変
わ

ら

ず、

す
な

わ

ち

芸

が

無
く、

第
三

十

八

段
の

末
尾
は、
「

よ

う
さ

り、

い

き

て

見
る

に
、

い

と

ま

が

ま

が

し

く

な

む
」

で

終
わ
っ

て

い

る
。

「

ま

こ

と

や、

檜
隈
川
は

…

…
」

と

い

う

異
例

の

書
き

出
し

を

持
つ
、

す

な

わ

ち、

後
人
の

補
記
と

み

ら

れ

る

第
三

十
九

段
も

獲
麟

は

女
の

返

り
ご

と

と

な
っ

て

い

る。

こ

の

こ

と

か

ら

類
推
す

る

と、

『

平
仲
物
語
』

起
筆
の

先
蹤
は、

一

見
『

竹
取

物
語
』

的
な

発
想、

ひ

い

て

は

物
語
の

語
り

出
し

の

き

ま
っ

た

形

式
と

し

て、

現
行
大
半
の

注
釈
が

従
ワ

て

は
い

る

も

の

の
、

『

平
仲
物

語
』

の

内
容
は

、

あ

ま

り

に

も

実
録
的、

告
白
的、

私
小
説
的、

心

境
小
説
的
で

あ

る

た

め

に、
「

今
は

昔
」

と

い

う
物
語
の

伝
承
的
な

意
図

を

完
全

に

裏
切
っ

て

い

る
。

つ

ま

り
、

爾
余
の

三

十
七

の

小
話
に

お

け

る

「

ま
た

こ

の

男
」 、
「

ま

た

こ

の

お

な

じ

『

伊

勢
物
語
』

成
立

私
考

井
上

英
明

男
L

と

い

う

筆
の

返

し

方
に

対
し

て、

こ

の

「

今

は

昔
」

と

い

う

『

竹

取

物
語
』

的

発
想
は

ま
っ

た

く

効
果
を

持
た

な

い
。

『

平
仲
物
語
』

の

こ

の

書
き

出
し

は、

明
ら

か

に

『

伊
勢
物
語
』

の

模

倣
た

る

こ

と

を

ま

ぬ

か

れ

な

い
。

「

昔
」

を

「

こ

の
」

に

変
え

た

に

過

ぎ

な

い
。

言

い

換
え

れ

ば、
『

竹
取
』

流
の

物
語

の

伝
承

的
形

態
を

た

ち

ど
こ

ろ

に

放
棄
し、

か

つ

「

昔
」

を

捨
て

て

し

ま
っ

た

と
こ

ろ

に、

こ

の

作
品
の

新
し

さ

が

あ

る。

書
き

出
し

の

文

体
に

よ
っ

て

喚
起
さ

れ

る

『

伊
勢
物
語
』

の

詠
嘆

的、

喚
情
的、

象
徴
的
な

「

ひ

や

ぴ
」

の

時
空

が
、

単
に

「

男
」

と

さ

れ

て

内
省
的

に

は

な
っ

た

も

の

の
、

愚

か

な

情
念
が

淋
し

く

綿
々

と

綴

ら

れ

る

の

み

で

あ

る
。

　
『

平

仲
物
語
』

に

は、

『

伊
勢
物
語
』

に

あ

る

よ

う
に、

あ

る

い

は

『

竹
取
物
語
』

に

あ

る

よ

う

に、

登

場
人
物
や

出
来
事
に

対
す

る
一

定
の

距
離
が

な

く、

人

間
の

喜

怒

哀
楽
を

戯
画

化
す
る

能
力
が

無
い

。

一

見
深

刻
そ

う

で、

か

な

り

濃
密
な

心

理

描

写
を
こ

こ

ろ

み、

い

わ

ゆ

る

「

す

さ

び
」

の

情
緒
を

た

た

え

た

心

境
小
説
的
な

美
学

（
目

加
田

さ

く

を

『

物
語
作

家
圏
の

研

究
1
そ
の

位
相
及
び

教
養
よ

り
み

た

る

物

語
の

形
成

ー
』

第
八

章

参
看）

を

展
開
す

る

も

の

の、

何
よ

り

作
者
の

精
神
の

丈

が

低
く、

か

つ

現

実
描
写

か

ら

奔
し

る

想
像
力

が

脆
溺
な

た

め

に、

却
っ

て

読

後
の

印

象

が

稀
薄
で

あ

る
。

す

な

わ

ち
反
復
し

て

熟
読
す
る

に

堪
え

な
い

。

作
者
の

意
識
が

叙
述

す
べ

き

素

材
な

り、

体
験
な

り

に

終
始
密
着
し、

こ

れ

に

引

き

ず

ら

れ、

新
し
い

世

界
へ

と

誘

わ

れ

る

こ

と

が

な
い

。

こ

の

こ

と

が

お

そ

ら

く

『

平
仲
物
語
』

1
な

い

し

「

自
撰

貞
文
集
」

な

る

も

の

の

時
問
的
排
列
を

雑
纂
的
な

も
の

に

し

た

と

思

わ

れ

る
。

（／K）

　

平
貞
文
と

紀
貫
之

は

相
携
え

て

在
五

中
将
業
平
を

そ

れ

ぞ

れ

の

文

芸

の

先

輩
と

し

て
、

多
分

に

偶
像
化
し

て

い

た

だ

ろ

う
。

入

は

古
今

を

問
わ

ず
自
分

に

真
似

の

出
来

な
い

こ

と

を

や
っ

て

の

け

る

人

を

安
易
に

崇
拝
す

る

か

ら

で

あ

る
。

た

だ、

文
学
に11
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明
尾

大

学
研

究
紀

要
内
日

本
文

化
学
部
・
言

語
文

化
学
科
】

第

八

号
　
二

〇
QO

年

お
い

て

真
似
る

こ

と

の

で

き

る

唯
…

の

も
の

は

そ

の

修
辞、

文
体
の

域
に

と

ど

ま
る

で

あ

ろ

う
。

前
者
は

『

伊
勢
物
語
』

の

「

む

か

し

男
」

に

負
け

ず
劣
ら

ず
の

愛
欲
の

生
活
を

第一、一
者
と

し

て

描
く

方
法
を

継
承
し、

後
者

は

自
分
の

過
去
の

体
験
を

時
間

の

相

に

お

い

て

叙
述
し、

散
文
に

つ

よ

く
傾
斜
し

た

「

日

記

文

芸
」

を

新
た

に

創
造

し

て

い

っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず、

却
っ

て

作
者
の

学
識
が

わ

ざ

わ

い

し、

あ

る

い

は

そ

の

臆
病
な

知
性
の

ゆ

え

に、

概
念
的
な

叙
述
に

終
始
し

つ

つ

も、

戯
作
者
流
の

倒

語、

語

戯、

滑
稽

、

諧
謔
の

修
辞、

文

体
を

継
承

し

た

に

過
ぎ

な
い

。

平
仲

、

貫
之

に

共

通

す

る

も

の

は
一

に

か

か

っ

て

「

昔
男
」

業
平
の

秩
序
破
壊
へ

の

衝
動
で

あ

る
。

ど

ち

ら

と

も

取

れ

る

曖
昧
模
糊
と

し

た

表
現

に

お

い

て
、

逆
に

文
章
の

真
意
を

理

解

さ

せ、

行
間
を

読
ま

せ
、

子．
口

外
の

意
味
を

悟
ら

せ

る

技
巧

で

あ

る
。

　

貫
之

と

貞
文

の

交
遊
は

延
喜
五

年
の

貞
文
家
歌
合
に

あ

る

よ

う
に

、

か

な

り

親
密

な

も

の

だ

っ

た

と

思

わ

れ

る

が
、

そ

の

時
か

ら

平
仲
の

卒
年、

す

な

わ

ち
延
長

元

年

九

月

廿

七

日
（
『

古

今
和

歌
集
目

録
』）

ま

で
、

ど

の

程
度
の

も
の

で

あ
っ

た

か

は

知
る

よ

し

も

な
い
。

『

貫
之

集
』

に

も
−

ー

ー

自

撰
・

他
撰
の

別
な

く

ー
ー

貞
文
と

の

贈
答

歌
は

見

あ

た

ら

な

い
。

「

原

伊
勢
物
語
｝
・

「

貞
文
集
」

・
『

土

佐
目

記
』

と

次
第
し

て

い

く

自
伝
的

作
品

の

系
列
に

お

い

て
、

『

平

仲
物
語
』

よ

り

も

技
巧
・

修
辞
に

お

い

て、

さ

ら

に

作
者
の

惰
念

の

深

さ

に

お

い

て
、

別
に

物
語
的
な

歌
日

記
を

書
い

た

女

性
が

い

る
。

す

な

わ

ち、

貞
文
と

も

交
渉
を

も

ち、

最
初
の

勅
撰
集
に

お

い

て

も

第

一

級

の

女

流
歌
人

と

し

て

称
揚
さ

れ

る

伊
勢
の

御
で

あ

る
。

彼
女
の

遺
し

た

『

伊
勢

集
』

こ

そ

は
、

　…

読
相
似
て

相
似
ざ

る

『

平
仲
物
語
』

の

世

界
と

は

裏
腹
に

、

『

伊

勢
物
語
』

の

時
空
に

深
く

か

か

わ

っ

て

い

る

よ

う
で

あ

る
。

　

以
上

の

私
見
は

あ

ま
り

に

も

推
論
が

多
く、

学
問

的
に

は

根
拠
を

欠

く

も

の

だ

と

の

批
判
を

受
け

る

で

あ

ろ

う
。

事
実、
『

伊
勢
物
語
』

成
立

に

関
す

る

先
学

の

論
考

の

主

た

る

も

の

を

昭

和
三

十
年
代
か

ら

通
読
す
る

と、

そ

れ

ら

の

多
く

は

文
献
学
的

に

余
り

に

正

統
で

あ

り、

か

つ

正

確
に

過
ぎ、

却
っ

て

そ

の

実
証
作
業
が

フ

ィ

ク

シ

12

ヨ

ン

の亠口
回

み

に

達
し

た

か

の

よ

う

な

迫
真
性
を

も
つ

。

だ

が、

こ

の

『

物

語
』

の

作

者
の

意
識
の

深
奥
に

う
ご

め

く

欲
望
や

作
品

を

成
立

さ

せ

る

行

間
と

そ
の

空

白
の

中

に

潜
む

放
蕩
不

羈
な

欲
情、

辛
辣
な

白
己

批
親
か

ら

く

る

真
の

ユ

ー

モ

ア

の

し

わ

ぶ

き、

さ

ら

に

は

「

み

や

び
」

に

収
斂
さ

れ

て

い

く

洗
練
さ

れ

た

純
情
感
情
の

象

徴
的

時
空
へ

の

耽
溺

な

ど、

初
め

か

ら

峻
拒
さ

れ

て

い

る

か

に

見

え

る
。

そ

の

こ

と

は

次

稿
で、

あ

ら

た

め

て

『

伊
勢
集
』

を

軸
に、

引

き
つ

づ

き

行

間
の

誤

読、

空

白
の

多

き

に

堪
え

な

が

ら、

書
き

継
ぎ

た
い

。

（

平

成
十
…

年

卜
月
八

日

記
）
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